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去る 2 月 20 日、ホテルニューオータニにおいて、第 12 回理事会を開催し、平成 27 年度の

事業計画及び収支予算等について審議し、事務局提案のとおり可決して滞りなく終了しました。 
なお、本年 5 月 15 日に、当会が創立 20 周年を迎えることから、「創立 20 周年記念事業」

として、記念誌の刊行（5 月）、創立 20 周年記念式典及び祝賀会の開催（6 月）、第 26 回電波

功績賞における創立 20 周年特別賞の授与（6 月）が、事業計画に盛り込まれています。 
理事会修了後、平成 26 年度会員懇談会を開催し、会員の皆様方を始め、関係団体の方々等

多数のご参加をいただきました。 
会員の皆様のご支援にお礼を申し上げますとともに、平成 27 年度の事業の推進に一層のご

支援ご協力をお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.967 2015 年 2 月 23 日 

第 12 回理事会及び平成 26 年度会員懇談会を開催 

第 12 回理事会の様子 
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平成 26 年度会員懇談会の様子 

平成 26 年度会員懇談会で挨拶する山西会長 

平成 26 年度会員懇談会の様子（山西会長挨拶時） 
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平成 26 年度 電磁環境委員会会員向け講演会を、平成 27 年 2 月 16 日に主婦会館プラザエ

フにて開催いたしました。この講演会は委員会で実施した研究成果、最新の研究動向及び

WHO の最新動向等を会員に紹介する目的で開催している講演会です。 
今回の講演会の演題と講師は下記のとおりです。 

 
     記 
 
講演 1：「IEEE 電磁界安全に関わる国際委員会の規格動向と関連研究」 

                                 名古屋工業大学大学院 准教授   平田 晃正 先生 
講演 2：「閉空間 RF-EMC 問題の総括」 

                     北海道大学大学院   特任教授   野島 俊雄 先生 
講演 3：「NICT/EMC-net 人体の電磁界ばく露評価研究会について」 

                                  独立行政法人情報通信研究機構  渡辺 聡一 氏 
 
本講演会の後に講演者を交えて会員相互の情報交換会を開催し、講演内容の理解を深めると

ともに、最近の電磁環境に関する話題等の情報交換が行われました。 
 
 
 
 
ITU-R WP5D 第 21 回会合が開催されましたので、その概要をお知らせします。 

1 日 程：2015 年１月 27 日（火）～2 月４日（水） 
2 場 所：オークランド（ニュージーランド） 
3 出席者：25 か国から約 160 名が参加 

（日本は、総務省移動通信課 大村係長を団長に 15 名が参加。 
ARIB からは、佐藤常務理事以下 3 名が参加） 

4 会合の主要結果： 
今会合における主要な結果は以下のとおりです。 
・IMT の世界的動向に関するハンドブック M.[IMT.HANDBOOK]を完成しました。 
本ハンドブックは 2015 年第 2 四半期に出版される予定です。 

・IMT-Advanced の詳細無線インタフェースに関する勧告 M.2012 の第 2 版に向けた改

定について審議し、ARIB 等のトランスポージング団体からの仕様のハイパーリンク情

報を除いた改訂草案を完成しました。次回会合において、トランスポージング団体か

ら提出されるハイパーリンク情報を追加して勧告改定案を完成する予定です。 
・“IMT-2020”（第 5 世代相当の IMT）の名称について議論が行われ、「IMT-2020」およ

び「IMT-2020 Connect（短縮形として IMT-2020 を許容）」の 2 案に絞り込まれまし

た。次回会合で一本化する予定です。 

電磁環境委員会 会員向け講演会を開催 

ITU-R WP5D 第 21 回会合の概要 
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・WP5D における“IMT-2020”の開発の工程・成果物について外部機関に周知するための

リエゾン文書を作成し送付しました。また、第 5 世代移動通信システムに関する現在

の検討状況および 2015 年から 2016 年における検討計画について、各外部機関からの

情報提供を求めるリエゾン文書を作成し送付しました。 
両者の送付先には、ARIB および第 5 世代モバイル推進フォーラムが含まれています。 

・その他、次回会合での最終化に向けて各勧告案および報告案の開発作業が行われまし

た。 
5 次回会合スケジュール： 

次回の第 22 回会合は、2015 年 6 月 10 日～18 日に、米国サンディエゴで開催予定です。 
 
 
 
 
 
 
2 月 18 日（水）に、第 128 回電波利用懇話会を当会の会議室にて開催しました。 
今回は、ITU-R WP5A WG5（新技術）議長である吉野 仁様（ソフトバンクモバイル株式

会社）を講師にお迎えし、「ITU-R におけるコグニティブ無線の最新研究動向について」と題

してご講演いただきました。ご講演ではコグニティブ無線に関する基本事項の説明から始め、

ITU-R に於ける検討状況を、参加国の反応なども交えながら、詳しくご説明いただきました。 
当日は、約 70 名の会員の皆様が参加され、熱心にご聴講いただくとともに、コグニティブ

無線技術の今後の適用予定等、活発な質疑応答が行われました。 
なお、講演のプレゼンテーション資料につきましては、当会 Web サイト内「ARIB 会員のペー

ジ」の http://www2.arib.or.jp/aribmem/seminar/index.html において公開予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 128 回電波利用懇話会を開催 
「ITU-R におけるコグニティブ無線の最新研究動向について」 

第 128 回電波利用懇話会の様子と講師の吉野様 

http://www2.arib.or.jp/aribmem/seminar/index.html
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2 月 24 日（火）：品質評価法調査研究会 評価シーケンス作業班 
2 月 25 日（水）：第 225 回技術委員会（通信分野） 
2 月 26 日（木）：第 129 回電波利用懇話会 

 
 
 

 
 
参加を予定している会合はありません。 
 
 

 
 
 
 

 
 
総務省は、2016 年に衛星基幹放送による超高精細度テレビジョン放送の試験放送（以下

「4K・8K 試験放送」という。）を実施するために必要な制度整備等のため、関係省令等の一

部改正案を作成しましたので、本年 2 月 18 日（水）から同年 3 月 20 日（金）までの間、意

見を募集します。 
 
詳細については、【平成 27 年 2 月 17 日の総務省報道資料】をご覧下さい。 
 

 
 
 

2 月も後半に入り、だいぶ暖かい日が増えてきました。 
それに伴い、花粉の飛散状況が新聞紙上等に掲載されるようになり、毎朝、確認するのが習

慣となっています。 
近年は、薬や対策グッズで比較的軽い症状で済んでいますが、みなさんはいかがでしょう

か？                                       （編集子：Oz） 

今週の ARIB 内会合（2 月 23 日～2 月 27 日） 

今週の国際会合（2 月 23 日～2 月 27 日） 
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衛星基幹放送による超高精細度テレビジョン放送の試験放送の 
実施等に向けた関係省令等の一部改正に関する意見募集 

       【平成 27 年 2 月 17 日発表】 
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